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　1．緒言

　1978 年 6 月 12 日 17 時 14 分，宮城県沖地震が発生した。この地震の震央は 38°09´N，

142°13´E でマグニチュード（ 以下 M と書く ）は 7. 4 と決定された。文部省科学研究費助成

金による「環境の自然的異常変動に対する動物の興奮特性に関する研究」の研究グループ（ 代

表者：末広恭雄 ）では，今回の地震に関して地震先行現象としての動物異常行動に関する通信

調査を行なったのでここにその結果を報告する。調査の手法は前回 1 ）にならった。

　2．データ

　主として青森，岩手，宮城，福島，茨城，静岡の各県および東京都などの高等学校，役場，

動物園などからデータを頂いた。調査カード配布および回収枚数はそれぞれ 927 および 418

で，異常を認めないという回答は 341，複数個の回答をも含めて異常例 68 であった。

　第 1 － 1，1 － 2，1 － 3 および 1 － 4 表は動物に異常が認められ，かつその先行時間が報

告された場合のデータをそれぞれ哺乳類，鳥類，魚類，は虫類その他についてとりまとめた表

である。

　3．異常行動の観察された場所

　地震に先行して異常が観察された場所を第 1 図に示す。同一地区から多数の報告がある場合

にはその数を記入してある。場合によっては○○市，○○町，○○村というような地名だけが

報告されている場合もあり，このような場合にはその市，町，村のほぼ中央部を異常が観察さ

れた場所として採用しているので，場所指定は非常に正確ではない。第 1 図をみてわかるよう

に，震度の大きかった地域からの報告数が多い。震央距離別に報告数のヒストグラムを第 2 図

に示してある。

　4　先行時間

　この節では日数で測った先行時間 T の常用対数 1og10T の頻度分布を調べる。動物の種類に

よる差をみるために，哺乳類，鳥類，魚類および蛇，その他に分けてヒストグラムをつくると

第 3 － 1，3 － 2，3 － 3 および 3 － 4 図のようになる。また第 4 図は全データを一括して調

べたヒストグラムである。動物の種類によって先行時間に著しい差があるようにはみえない。
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　ワイブル分布を用いて解析を行なうと，log10T の平均値は－ 1.19，その標準偏差は 0.22

となる。つまり先行時間の平均値は 0.3 日と求められる。

　5．考察

　宮城県沖地震に先行したと考えられる動物の異常行動の先行時間について統計的解析を実施

した結果，つぎの結論に達した。

　（ 1 ）異常例の報告は震央距離が小さい程多く，また震度の大きい地域程多い。

　（ 2 ）先行時間のピークは 0.3 日で伊豆大島近海地震の 0.6 日よりも小さい。

　（ 3 ）もう一つのピークが先行時間 2 ～ 3 分のあたりにみられるが，データ数が少ないので信

　　　頼度は低い。

　（ 4 ）動物の種類によって先行時間が著しく異なることはない。

　上述の結果から，動物異常行動が地震先行現象である場合があることを否定するような結論

は出なかったといえよう。
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表 1 － 1　哺乳類の異常行動
Table 1-1　Animal precursor data . . .  Mammal.
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表 1 － 2　鳥類の異常行動
Table 1-2　Animal precursor data . . . Bird.
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表 1 － 3　魚類の異常行動
Table 1-3　Animal precursor data . . .  Fish.
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表 1 － 4　蛇，昆虫，みみず等の異常行動
Table 1-4　Animal precursor data . . .  Snake, worm, etc.
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第 1 図　地震に先行して動物異常行動が観察された場所。
　　　　数字は報告例の数，数字のない場合は 1 例の報
　　　　告があったことを示す。×印は震央。

Fig. 1　Places where anomalous animal behaviours are observed. The numerals indicate the number of reports 
      　　at one place. No numeral is attached when we have only one report.
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第 3 － 1 図　動物の種類別に求めた log10T のヒストグラム（ 哺乳類 ）
Fig. 3-1　Histogram of log10T for mammals.

第 2 図　動物異常行動報告数の震央距離別ヒストグラム
Fig. 2　Histogram of the numbers of reported animal behaviour as arranged according to the epicentral distance.
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第 3 － 2 図　動物の種類別に求めた log10T のヒストグラム（ 鳥類 ）
Fig. 3-2　Histogram of logl0T for birds.

第 3 － 3 図　動物の種類別に求めた log10T のヒストグラム（ 魚類 ）
Fig. 3-3　Histogram of log10T for fish.
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第 3 － 4 図　動物の種類別に求めた log10T のヒストグラム（ ヘビ，その他 ）
Fig. 3-4　Histogram of logl0T for snakes, worms, etc.

第 4 図　動物異常行動全データについての log10T のヒストグラム
Fig. 4　Histogram of log10T for the whole animal data.
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